
 

 
富

山
縣

護
國

神
社

の
文

章
は

、
「「 「「
歴
史
的
仮
名
遣

歴
史
的
仮
名
遣

歴
史
的
仮
名
遣

歴
史
的
仮
名
遣
ひひ ひひ
」」 」」

を
使

用
し

て
を

り
ま

す
。

 

 
僧

・
契

沖
ケイチュウ

を
始

め
多

く
の

國
学

者
等

が
永

い
年

月
を

か
け

て
積

み
上

げ
、

森
鴎

外
・

芥
川

龍
之

介
・

 

 
山

田
孝

雄

よしお
博

士
（

富
山

市
名

誉
市

民
）

等
の

努
力

に
よ

つ
て

、
日

本
語

標
記

の
基

準
と

さ
れ

て
き

た
 

仮
名

遣
ひ

を
、

敗
戦

と
い

ふ
混

乱
期

に
「

現
代

仮
名

遣
い

」
に

変
へ

ら
れ

て
し

ま
ひ

ま
し

た
。

 

ど
こ

の
國

で
も

文
化

の
核

は
、

そ
の

民
族

が
育

て
て

き
た
《《 《《
言
葉

言
葉

言
葉

言
葉
》》 》》

を
中

心
に

し
て

ゐ
ま

す
。

日
本

 

語
の

伝
統

を
守

る
心

は
、

日
本

の
美

風
を

守
る

心
に

つ
な

が
る

も
の

で
あ

り
ま

す
。

 

戦
後

、
Ｇ

Ｈ
Ｑ

の
占

領
政

策
な

ど
に

よ
り

、
ほ

と
ん

ど
検

討
し

な
い

ま
ま

に
、

文
法

的
に

も
欠

陥
の

 

多
い

「
現

代
仮

名
遣

い
」

に
変

へ
て

し
ま

つ
た

こ
と

は
、
《《 《《
國國 國國
語語 語語
のの のの
破
壊

破
壊

破
壊

破
壊
》》 》》

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
 

と
て

も
悲

し
む

こ
と

で
あ

り
ま

す
。

 

昭
和

二
十

年
以

前
の

文
学

作
品

を
「

古
典

」
と

し
な

い
た

め
に

も
、
「「 「「
歴
史
的
仮
名
遣

歴
史
的
仮
名
遣

歴
史
的
仮
名
遣

歴
史
的
仮
名
遣
ひひ ひひ
」」 」」

を
使

用
 

い
た

し
ま

せ
う

。
 


